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令和５年度 野菜シラバス 

科 目 野  菜 
年 次 ２ 教科書 野  菜 年間授業時数 ７６時間 

単位数 ２ 出版社 実教出版 前期３８時間・後期３８時間 

 

 学習目標  

 １．野菜の栽培と経営に必要な知識と技術を習得する。 

 ２．野菜の特性や栽培に適した環境を理解する。 

 ３．生産性の向上を図る能力と態度を養う。 

 

 主な学習内容  

１．前期 

   （１）野菜生産の役割と動向      （２）野菜の生産特性と栽培環境の調節技術     

   （３）野菜の育苗           （４）果実を利用する野菜の栽培   

   （５）葉や茎を利用する野菜の栽培 

２．後期 

   （１）根を利用する野菜の栽培     （２）新しい野菜の栽培 

   （３）生産物の流通と経営の改善 

 

 授業について  

１．栽培の学習については、野菜の体験的・継続的な栽培活動と、観察・実験・調査を行います。 

２．経営の学習については、野菜生産から食料消費までのフードシステムについて学びます。 

３．野菜生産が、人間の健康や豊かな食生活を支える社会的役割を担っていることを学習します。 

４．野菜栽培に関する科学的・主体的・合理的な態度・実践力を身につけます。 

 

定期考査・課題・提出物 

学  期             前    期             後    期 

考  査 中間考査、学期末考査を実施 中間考査、学期末考査を実施 

試験範囲 上記「主な学習内容」の前期学習内容 上記「主な学習内容」の後期学習内容 

提 出 物     授業毎のファイル、課題など 授業毎のファイル、作品など 

 

評価の観点 

  観  点                     内      容 

関心・意欲・態度 ・野菜栽培において、品質と生産性の向上を図る実践的、継続的な能力がある。 

思考・判断・表現 ・野菜栽培を、系統的・体系的に考えることができる。 

技能 ・学習で学んだことや身近な疑問、自ら発見したことをわかりやすく伝えること ができる。 

知識・理解 

・野菜の栽培・経営に関する基礎的な知識・技術を習得し、実際の野菜生産に活 用するこ

とができる。               

※ 評価の方法… 定期テスト、学習態度、提出物等を総合的に評価し、成績とします。 
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 学習目標  

 １．野菜の栽培と経営に必要な知識と技術を習得する。 

 ２．野菜の特性や栽培に適した環境を理解する。 

 ３．生産性の向上を図る能力と態度を養う。 

 

 主な学習内容  

１．前期 

   （１）野菜生産の役割と動向      （２）野菜の生産特性と栽培環境の調節技術     

   （３）野菜の育苗           （４）果実を利用する野菜の栽培   
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２．後期 

   （１）根を利用する野菜の栽培     （２）新しい野菜の栽培 

   （３）生産物の流通と経営の改善 

 

 授業について  

１．栽培の学習については、野菜の体験的・継続的な栽培活動と、観察・実験・調査を行います。 

２．経営の学習については、野菜生産から食料消費までのフードシステムについて学びます。 

３．野菜生産が、人間の健康や豊かな食生活を支える社会的役割を担っていることを学習します。 

４．野菜栽培に関する科学的・主体的・合理的な態度・実践力を身につけます。 

 

定期考査・課題・提出物 

学  期             前    期             後    期 

考  査 中間考査、学期末考査を実施 中間考査、学期末考査を実施 

試験範囲 上記「主な学習内容」の前期学習内容 上記「主な学習内容」の後期学習内容 

提 出 物     授業毎のファイル、課題など 授業毎のファイル、作品など 

評価の観点 



  観  点                     内      容 

関心・意欲・態度 ・野菜栽培において、品質と生産性の向上を図る実践的、継続的な能力がある。 

思考・判断・表現 ・野菜栽培を、系統的・体系的に考えることができる。 

技能 ・学習で学んだことや身近な疑問、自ら発見したことをわかりやすく伝えること ができる。 

知識・理解 

・野菜の栽培・経営に関する基礎的な知識・技術を習得し、実際の野菜生産に活 用することができ

る。               

 

※ 評価の方法… 定期テスト、学習態度、提出物等を総合的に評価し、成績とします。 
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